
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １００６ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 総合物理２「波・電気と磁気・原子」 （数研出版） 

副教材等 セミナー 物理基礎＋物理 （第一学習社出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して自分自身だけではなく、周りの人とともに考え教えあう活動を行います。た

くさんの問題演習をグループで協働して解いていきましょう。 

・日常の物理現象に関して、なぜそうなるのか考え、それを物理的に解明することで、日常と物理の結

びつきを理解していきます。 

・身に付けた知識・技能を活用して、実験に取り組みその結果をレポートにまとめる活動を行います。

試行錯誤する中で、科学的に探究しようとする態度を身に付けましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな

どを通して，物理的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

（1） 物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験な

どに関する技能を身に付けるようにする。 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3） 物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

物理学の基本的な概念や原

理・法則の理解を深め，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する技能を

身に付けている。 

観察や実験を通して，物理現象

を論理的に分析的し，問題を解

決し、実験結果に基づいて科学

的に判断し，その結果を理論的

に表現するなど，科学的に探究

している。 

物理的な事物・現象に主体的に

関わり，科学的に探究しようと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

二

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波 

第１章 波の性質 

波と媒質の運動 

 

波の伝わり方 

 

第２章 音 

音の性質 

 

発音体の振動と共振・共

鳴 

 

音のドップラー効果 

 

第３章 光 

光の性質 

 

レンズと鏡 

 

光の干渉と回折 

 

 

 

a:波の現象について、事象毎に、式を理解

している。波の式および伝わり方を示すグ

ラフｙ－t図，ｙ－ｘ図を理解している。 

波の現象を確認するための計測器や観測

機器を正しく用いて，波を測定し，既定の

値と比較検討し、定性的な量として確認す

る手法を身に付けている。 

 

b:波の現象を整理でき式を通して理解で

き，問題解決にあたって式の運用が正しく

できる。関係する方程式等を用いて，波の

伝わり方を考えることができる。結果につ

いて理論的に考察し事象と照らし合わせ

て原理の理解につなげ、記述やグラフを用

いて表現ができる 

 

c:波の現象について式を通して理解しよ

うとしている。問題解決にあたってグラフ

や式の運用を正しく的確に行おうとして

いる。結果について理論的に考察し事象と

照らし合わせて原理の理解につなげ、記述

やグラフを用いて表現しようとしている 

 

 

・定期考

査 

・宿題プ

リント 

・確認テ

スト 

・定期考

査 

・実験 

プリント 

・演習 

プリント 

・確認 

テスト 

・授業 

態度 

・ノート 

提出 

・課題 

提出 

・実験 

プリント 

提出 
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三

学

期 

熱
と
気
体 

第１章 電場 

静電気力 

 

電場 

 

電位 

 

  物質と電場 

 

  コンデンサー 

第２章 電流 

 オームの法則 

 

 直流回路 

 

 半導体 

 

 

a:電気力の現象について、事象毎に、式を

理解している。電場や電位の式および作用

する空間を示すグラフ V－ｘ図，E－ｘ図な

どを理解している。電場・電位の現象を確

認するための計測器や観測機器を正しく

用いて，電圧・電流を測定し，既定の値と

比較検討し、定性的な量として確認する手

法を身に付けている。 

 

b:電気による現象を整理でき式を通して

理解でき，問題解決にあたって式の運用が

正しくできる。関係する方程式等を用い

て，電場を考えることができる。結果につ

いて理論的に考察し事象と照らし合わせ

て原理の理解につなげ、記述やグラフを用

いて表現ができる 

 

c:・電気による現象について式を通して理

解しようとしている。問題解決にあたって

グラフや式の運用を正しく的確に行おう

としている。結果について理論的に考察し

事象と照らし合わせて原理の理解につな

げ、記述やグラフを用いて表現しようとし

ている 

 

・定期考

査 

・宿題プ

リント 

・確認テ

スト 

・定期考

査 

・実験プ

リント 

・演習プ

リント 

・授業 

態度 

・ノート 

提出 

・課題 

提出 

・実験 

プリント 

提出 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


